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１ 計画策定の背景と目的 

（１）背  景 

アライグマは北米や中南米が原産の哺乳類であり、ペットとして国内に輸入された

ものが、飼育場所から野外へ逃げたり捨てられたりして各地で野生化している。 

平成 30 年 3 月に環境省自然環境局生物多様性センターが公表した「平成 29 年度要

注意鳥獣（クマ等）生息分布調査 調査報告書 アライグマ・ハクビシン・ヌートリア」

によると、国内における分布域は拡大しており、一部自治体が公表する捕獲頭数の推

移からも生息数の増加を窺い知ることができる。 

一方、名古屋市内においては平成 15 年度に初めて捕獲され、以降 17 年が経過した

が、捕獲頭数は年度平均 30 頭弱と比較的安定的に推移している。 

これは、従来からの営農者等による有害鳥獣捕獲に加え、平成 23 年 7 月に策定した

名古屋市アライグマ防除実施計画に基づく大規模な緑地や市民宅における防除が一定

の効果を上げているものと思われるが、市内における繁殖も確認されており、その旺

盛な繁殖力は脅威であることから引き続き緊張感を持って防除に取り組んでいく必要

がある。 

なお、本計画は当初の計画期間が令和 3 年 3 月 31 日で終了することから、「アライ

グマの防除に関する件」（平成一七年農林水産省・環境省告示第九号）の改正を踏まえ、

第２次計画として策定するものである。 

 

（２）目  的 

市民から寄せられる目撃や被害に関する情報、及び大規模な緑地の保全を担う市民

団体との協働による生息状況調査等に基づき迅速に防除を実施し、その個体数の減少

及び分布域の縮小を図ることで、生態系や生活環境への被害を低減することを目的と

する。 

 

２ 特定外来生物の種類 

アライグマ（学名：プロキュオン・ロトル Procyon lotor） 

ヌートリア（学名：ミュオカストル・コイプス Myocastor coypus） 

（但し、ヌートリアについては、アライグマ防除の際に錯誤捕獲された場合に限る） 

 

３ 防除を行う区域 

名古屋市全域 

 

４ 防除を行う期間 

防除実施計画確認日から令和 13 年 3 月 31 日まで 

 

５ 名古屋市内における現状 

（１）生息状況 

名古屋市内全域を対象とした生息状況調査は行っていないことから、ここでは捕獲

状況及び市民から寄せられた目撃情報を示す。 



 
 

単位：頭
年度

R1 H30 H29 H28 H27
千種 0 1 0 8 2 11
東 1 0 0 0 0 1
北 1 0 1 2 1 5
西 0 0 0 0 0 0
中村 0 0 0 0 0 0
中 0 1 0 1 0 2
昭和 0 0 0 0 0 0
瑞穂 0 0 0 0 0 0
熱田 0 0 0 0 0 0
中川 0 0 0 5 0 5
港 0 0 0 0 1 1
南 1 4 0 0 0 5
守山 15 19 7 17 27 85
緑 7 11 2 0 6 26
名東 1 2 0 3 0 6
天白 5 2 1 0 0 8
計 31 40 11 36 37 155

区 計

単位：件
年度

R1 H30 H29 H28 H27
千種 4 5 7 28 18 62
東 2 2 0 3 2 9
北 5 7 10 9 14 45
西 1 4 6 3 4 18
中村 2 2 1 1 0 6
中 0 14 1 9 3 27
昭和 2 7 7 6 9 31
瑞穂 1 2 7 4 4 18
熱田 0 1 1 1 5 8
中川 6 9 10 6 5 36
港 0 1 2 0 3 6
南 2 9 10 1 3 25
守山 10 10 6 12 10 48
緑 11 23 12 10 4 60
名東 2 11 9 9 4 35
天白 8 9 9 8 3 37
計 56 116 98 110 91 471

計区

ア 捕獲状況 

有害鳥獣捕獲及び防除実施計画に基づく捕獲を合わせた過去 5年間（H27-R1 年度）

の捕獲頭数は 155 頭であった。 

区別の内訳では守山区が 85 頭と全体の過半数を占め、この傾向は平成 15 年度の

本市初捕獲以降一貫している。またこの内 58 頭は庄内川左岸の河川敷から続く雑木

林に隣接した地域で捕獲されたものであるが、この地域では被害が頻発したことを

受け、市民による協力のもと市内で唯一捕獲檻の常設を行っている。 

他の傾向としては、大規模な緑地が点在する東部の丘陵地で多く捕獲されており、

中心市街地のある中央部や沖積平野が広がる西部では少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 目撃情報 

過去 5 年間に市民から寄せられた目撃や被害に関する情報についても、捕獲状況

と同じく東部が多く西部は少ない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

単位：件
年度

R1 H30 H29 H28 H27
目撃のみ 32 66 65 76 43 282
糞尿被害 1 5 6 5 9 26
家屋への浸入・損傷 3 9 8 5 11 36
農業・家庭菜園等への被害 6 9 5 7 10 37
騒音被害 0 0 3 3 3 9
ゴミの散乱 1 1 0 1 0 3
ペット関連被害 13 25 11 13 15 77
その他 0 1 0 0 0 1

計 56 116 98 110 91 471

計内容

（２）被害状況 

ア 生態系被害 

名古屋市内では過去に、希少な在来種であ

るヤマトサンショウウオ（名古屋市レッドリ

スト：絶滅危惧ⅠＡ）やニホンイシガメ（同：

順絶滅危惧）について、アライグマによるも

のと思われる咬傷被害が確認されている。 

近年、減少の著しいニホンアカガエル（同：

絶滅危惧ⅠＢ）やアズマヒキガエル（同：絶

滅危惧Ⅱ）なども捕食対象となる恐れがあり、

生態系への被害拡大が懸念される。 

 

イ 生活環境被害・農業被害 

過去５年間に市民から寄せられた目撃や被害に関する情報の内訳は次のとおりで

ある。なお、農業被害についてはハクビシンとの混同が大多数を占めることから、

確実にアライグマだと思われるもの以外は除外した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 目  標 

名古屋市内においては、全域より目撃情報が数多く寄せられていることから、既に相

当数が生息しているものと考えられる。 

そこで、本計画期間においては生息個体数の減少及び分布域の縮小を図ることで、生

態系被害及び生活環境被害の低減を目指すことを目標とする。 

 

７ 防除の方法 

（１）捕獲及び処分 

ア 捕獲戦略 

効果的・効率的に防除を進めるため、防除に注力する地域の重点化を行う。 

具体的には 5（1）アで述べた守山区内の庄内川左岸河川敷及び隣接する緑地周辺

において常設の捕獲檻を増やすなど重点的な防除を行ない、当地から南へ向け点在

食害されたヤマトサンショウウオ成体 
（守山区：八竜湿地） 



 
 

する大規模な緑地や庄内川下流へ向けたアライグマの流入を阻止する。 

その上で、大規模な緑地については市民団体との協働による生息状況調査を行な

い、また、その他の地域については市民から寄せられる目撃情報に応じて速やかに

捕獲檻を設置することで捕獲を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 捕獲方法 

生息環境や錯誤捕獲の防止、捕獲体制、捕獲実績などを勘案し、原則として捕獲

檻（箱わな）による捕獲とする。 

事故防止に万全の対策を講じ、事前に地域住民への周知を図る。また、各捕獲檻

に本計画に基づく捕獲である旨及び実施者の連絡先を表示する。 

設置後は、原則 1 日 1 回見廻りを行う。なお、錯誤捕獲が確認された場合は、速

やかに放獣する。 

餌の選択については錯誤捕獲を招かないよう配慮する。 

 

ウ 実施体制 

（ア）捕獲従事者 

捕獲従事者は、原則として使用する猟具に応じた狩猟免許を有する者または研

究者とする。 

但し、狩猟免許を有しない者であっても名古屋市から捕獲実施方法と安全性確

保に関する適切な知識及び技術についての説明を受けた者については、捕獲に従

事できることとする。 

名古屋の地理的特徴 
（出展：生物多様性 2050 なごや戦略） 
 

捕獲地の地理情報を基に解析した 
アライグマが好む環境（試案） 
（色が濃いほど選好性が高い） 

重点地域 



 
 

 

 （参考）捕獲行為とは 

捕獲行為とは、わな猟の場合、捕獲ができるようにわなを仕掛けることをいい、

単に見廻りを行うことは、捕獲行為には当たらない。 

 

（イ）捕獲従事者の登録 

市は捕獲従事者に対して捕獲従事者証(様式第 1 号)を発行するとともに、捕獲

従事者台帳(様式第 2 号)を整備する。従事者は捕獲を実施する際には、捕獲従事

者証を携行するものとする。 

 

（ウ）協力体制 

捕獲(猟具の設置及び捕獲後の措置)については捕獲従事者が実施するが、錯誤

捕獲防止のための見廻り、餌の管理等については、捕獲従事者の指導のもと地域

住民等の協力により行う。 

 

エ 捕獲にかかる留意事項 

（ア）事故の発生防止 

・ 捕獲檻を設置した場所の周辺で子供等が遊ぶことがないかなど、周辺への安全

確保を徹底する。また、事故防止の観点から、必要に応じて設置を夜間に限定す

るなど地域の実情に応じた対策を講じることとする。 

・ 捕獲個体は、寄生虫や感染症、その他病原菌を保有している可能性があるため、

捕獲した個体の取り扱いの際は、革手袋を着用し、接触や糞の始末の後は充分手

洗いなどを行うようにする。また、防除の際に負傷した場合には、傷口を消毒し、

必要に応じて医療機関の診察を受けるなど適切な措置を講じることとする。 

・ 使用後の捕獲檻は洗浄等を行い感染症等を防止する。 

 

（イ）防除区域及び期間の配慮 

・ 他の野生鳥獣の繁殖に支障がある期間及び区域は避けることとする。 

・ 鳥獣保護管理法第 2 条第 9 項に規定する狩猟期間中及びその前後における捕獲

にあたっては、同法第 55 条第 1項に規定する登録に基づき行う狩猟又は狩猟期間

の延長と誤認されることのないよう実施することとする。 

 

オ 捕獲個体の処分 

（ア）処分方法 

捕獲した個体は、炭酸ガスを用いた安楽死など原則としてできる限り苦痛を与

えない適切な方法により殺処分することとする。 

なお、捕獲個体の運搬にあたっては、逸出防止のため捕獲檻に入れたまま扉を

針金や施錠等で補強し、車両に積載する場合は捕獲檻を固定する等の措置を講ず

る。 

 



 
 

（イ）処分の例外 

捕獲個体について、学術研究、展示、教育やその他公益上の必要性があると認

められる目的で譲りうける旨の求めがあった場合は、外来生物法第 5 条第 1 項に

基づく飼養等の許可を得ている者に譲り渡すことができる。 

 

カ 殺処分後の個体処理 

殺処分後の個体は、専門家の指導のもと標本化し保管するか名古屋市内の斎場に

て火葬する。 

 

（２）捕獲の記録及び報告 

捕獲従事者は、捕獲期間終了後 30 日以内に捕獲実績報告書（様式第３号）に捕獲結

果を記録し、名古屋市に提出するものとする。 

 

（３）モニタリング 

ア 名古屋市は、市民から寄せられる目撃や被害に関する情報の集計、自動撮影カメ

ラによる生息調査、過去の捕獲実績などにより、生息状況、被害状況、捕獲状況を

適切にモニタリングし、捕獲の進捗状況を点検するとともに、その結果を今後の捕

獲実施に適切に反映するよう努める。 

 

イ 捕獲した個体は、研究機関等から要請があれば、できる限り捕獲個体調査、感染

症調査等のために提供し、科学的知見の蓄積に役立てるものとする。 

 

８ 普及啓発 

市民の参画と協働によって防除が効果的に実施されるよう、市のウェブサイトや広報

誌、チラシなどにより被害防止策に関する普及啓発や目撃情報の提供依頼を行うことと

する。 



  第   号 注  意  事  項 
 
１ 従事者証は、アライグマの捕獲等に際しては必ず携行しなければならず、 

かつ、他人に使用させてはならない。 

 

２ 従事者証は、国もしくは地方公共団体の権限ある職員、警察官その他関係者

が提示を求めたときは、これを拒んではならない。 

 

３ 捕獲期間終了後 30日以内に、捕獲実績報告書（様式第 3号）に捕獲結果を記

録し、名古屋市に提出しなければならない。 

 

 
 

名古屋市アライグマ防除実施計画に基づく 
捕獲従事者証 

 
                              
            名古屋市長  
 

 住  所  

氏名（団体名）  

目  的  

捕獲等をする区域  

捕獲等をする期間 
令和 年 月 日 
～ 令和 年 月 日 

捕獲の方法  

捕獲後の処置  

備 考  

 

印 

（様式第 1号） 



名古屋市アライグマ防除実施計画に基づく捕獲従事者台帳 （様式第2号）

氏名 住所 番号 交付年月日 交付機関

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

従事者
証番号

備考
（わな番号等）

捕獲従事者
実施期間 捕獲を行う場所

わな猟免許登録状況



（様式第3号）

名古屋市アライグマ防除実施計画に基づく捕獲実績報告書

1 捕獲従事者氏名： 捕獲従事者証番号： 第　　　　　号

2 アライグマ捕獲状況

備　　考

捕獲年月日 性　別 体　重 （使用した餌など）

～ ㎏

～ ㎏

～ ㎏

～ ㎏

～ ㎏

3 誤捕獲状況

・本捕獲実績報告書は、捕獲期間終了後30日以内に名古屋市に提出すること。

捕獲個体情報
番　号 捕獲地点 わな設置期間

番　号 捕獲した動物の種類 捕獲年月日
備　　考

（使用した餌など）


